
英語
語学だから暗記は不可欠です。でもせっかく時間をかけて暗記しても、なぜ忘れてしまう
のか。わかったつもりでただ暗記しても、数日後、数週間後には全て忘れてしまいます。そ
の結果、「わかっているつもりだったのにテストができない」「すごく勉強しているのに模試
などでは成績が伸びない」ということになっているのです。ベーシックウイングでは1回に1
つのポイントを丁寧に説明しています。そして、それをすぐに問題演習することで、授業中
に「理解→暗記」ができるようになっています。さぁ、ベーシックウイングで「理解→暗記」の
サイクルで学習し、確実な力をつけよう！

ベーシック
MAX
高校生

「理解したらすぐ演習」だから
ベーシックウイングならラクに覚えられる

英語■加藤昌幸先生 担当講座：〈ベーシックウイング〉英文法、英語重要構文、英文解釈

最強の

講師陣から
の

メッセージ

かざしてスキャン

このマークのある講師画像（P5・15・21・31）にかざしてみよう！

講師からの熱いメッセージを今すぐスマホで！

講座コード BWHE



ベーシックＭＡＸ英語　学習・講座ガイド
ベーシックウイング ベーシックセンター

英文法
基礎理解

英文法
基礎定着

入試基礎力育成①

英文法
入試基礎力育成②

英語重要構文
入試基礎力育成③

英文解釈
センター試験対策

「わかる」をしっかり　　～英文法の基礎を理解する～　　例題解説授業　

「わかる」から「解ける」へ　　～英文法の基礎を定着させる～　　練習問題解説授業　　　　
英文法の基礎を定着させるための授業です。例題で基礎を学習して、「わかった」内容を定着させるための学習をしないと得点には
なかなか結びつきません。学力はインプットだけでなくアウトプットすることにより定着します。この練習問題解説授業は「わかる」を
「解ける」に定着させるための授業です。例題の類題である練習問題を解き、その解説授業を受講することにより曖昧な記憶が確実なも
のとなります。解けた問題も、解説は飛ばすことなくしっかりと受講し、ポイントはノートに書きとめていきましょう。これにより、英
文法の基礎が鮮明に記憶に定着します。さらに、各単元に「タスクテスト」（確認テスト）がついていますので、しっかり定着できている
かチェックできます。間違った問題や不安な箇所は映像授業を見直しましょう。

「解ける」から「点になる」へ　　～入試基礎力を確実にする～　　演習問題解説授業　　
例題・練習問題で学習した英文法を総復習するための授業です。例題・練習問題に比べ、やや難度の高い演習をおこないます。
センター試験を始めとした、入試基礎レベルの問題に対応できる実戦力が身につきます。

英文法は英語のルールです。そのルールがマスターできれば、その後は加速度的に得点力が伸びます。
だから、英文法は早くマスターすればするほど有利になります。ベーシックウイングでは、英文法を
「例題」「練習問題」「演習問題」の３ステップで学習します。
ルールの説明だけではなく  なぜそうなるのか”という「考え方」にこだわります。ですから、英文法
の基礎の理解がより確実になり、応用問題や英文読解などに必要な思考過程を身につけることがで
きます。その結果、定期テストで高得点が狙え、さらに、その積み重ねがセンター試験での高得点獲得
へとつながっていきます。

早くマスターするほど定期テストにもセンター試験にも有利

英文法の基礎を解説する授業です。受講中は、講師の板書したことは漏らさずノートに書き写し、また板書はなくとも講師の説明で重
要だと思ったところはノートに書きとめましょう。「英文法はルールだから暗記すればいい。」ではなく、「英文法を理解する」ことが大
切です。それにより、大学入試で活きる英語力の基礎が身につきます。センター試験を始め、大学入試で合格ラインを突破するために
も、この最初の「英文法の理解」を例題解説授業でしっかり積み重ねていきましょう。この授業は予習の必要はありません。

ベーシックウイング　英文法

例題解説授業

練習問題

練習問題
解説授業

＋
演習問題

演習問題
解説授業

＋
演習問題

演習問題
解説授業

＋
演習問題

演習問題
解説授業

＋

センター試験
頻出問題演習

演習問題解説授業
＋

「わかる」をしっかり
「例題解説授業」

「わかる」から「解ける」へ
「練習問題」＋「練習問題解説授業」

「解ける」から「点になる」へ
「演習問題」＋「演習問題解説授業」
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ベーシックウイング　英文解釈　　

ベーシックウイング　英語重要構文

英文精読力をマスターする

ベーシックセンター センター試験高得点！

英文法・英語構文をマスターしたら、いよいよ英文解釈です。
では、ここで次の問いを考えてみましょう。

構文の知識を増やし、解釈力を高める

英語構文の知識を増やすことは、そのまま英文解釈力を高めることになります。英語構文の学習で大切なことは、
各構文の要素となっている英文法を理解することです。
ベーシックウイングでは、英語構文と英文法を関連づけながら授業を進めていきます。
構文力を高めるだけでなく、英文法を確実に定着させるための格好の復習にもなります。

英文法

英語構文

英文解釈「彼がより多くの情報を必要とするならば、利用可能なたくさんの本がある。」
という意味にするために、下の（　　　　）に何を入れますか？

（　　　　） he need more information，there are many books available.

条件の「If」だと「he needs」でなければならないし、仮定法の「Had」だと
「he needed」のはず。正解は「Should」です。
仮定法の「If he should need」の文の変形として「Should he need」という形が
あることを知っておく必要があります。

では、以下の問いだったらどうでしょうか？

次の英文を訳してください。
Should he need more information，there are many books available.

このように、同じ英文が和訳の問題として出題されることはよくあることです。「Should＋Ｓ＋Ｖ．」の形
（「？」がついていない）なので、疑問形の訳にしてはいけないのです。
先程の知識があれば仮定法として認識でき、「…ならば～」と訳すことができます。これが「英文解釈」です。
このように訳せるには、英文法・英語構文の知識が必要です。
このように、英文を文法的・構文的に正しく読む力を「英文精読力」といいます。

「英文精読力」をマスターすると、後に続く英文を予測しながら読むことができるようになるため、
英文が速く読めるようになります。
ベーシックウイング英文解釈では、「句、節」というカタマリが文の中でどんな役割をしているのか、
それを文法的・構文的に正しく判別しながら英文が読めるよう、ステップを踏んで学習します。英文法、英語構文は、
ともに英文解釈のための土台です。この土台をしっかりと固めることが、英文解釈力を高めるコツです。

センター試験英語は、毎年少しずつ変更はあるものの、出題パターンがほぼ決まっています。
ベーシックセンターでは、センター試験頻出問題の演習をおこない、
確実に合格ラインを超える得点力を身につけることを目的とします。
ベーシックセンターで頻出問題の解法を理解した後に、
センター試験過去問演習を始めるとこの効果を実感できるでしょう。

「わかる」をしっかり 「わかる」
から

「解ける」

「解ける」
から

「点になる」

センター頻出問題の解法を理解

ベーシックセンター
英語

過去問演習の「質を高める」

センター試験
過去問解説講義

得点力を一気にＵＰ！

センター試験
ファイナル

センター試験
高得点！

「合格する」
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１ヵ月の授業回数の目安 12回　　1回の受講時間：20分

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月
78回＝月12回×約6ヵ月78回＝月12回×約6ヵ月

ベーシックMAX受講生はこちら

48回＝月12回×約4ヵ月48回＝月12回×約4ヵ月

センター試験過去問演習期間

48回＝月12回×約4ヵ月

48回＝月12回×約4ヵ月

36回＝月12回×約3ヵ月

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月

高２から英語スタートのベーシックMAX受講生はこちら

48回＝月16回×約3ヵ月36回＝月12回×約3ヵ月

センター試験過去問演習期間48回＝月16回×約3ヵ月 48回＝月16回×約3ヵ月

78回＝月16回×約5ヵ月

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月
78回＝月16回×約5ヵ月78回＝月16回×約5ヵ月

ウイングネット受講生はこちら

ウイングネット本科

ウイングネット本科

48回＝月16回×約3ヵ月48回＝月16回×約3ヵ月

2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月

高２から英語スタートのウイングネット受講生はこちら

ウイングネット本科

48回＝月20回×約2ヵ月半78回＝月20回×約4ヵ月

定期テスト高得点＆センター試験高得点合格突破  
受講モデル

高1 ベーシックウイング　英文法・例題 ベーシックウイング　英文法・練習問題
夏期講習
合宿講座20
英文法基礎

高2

高3 センター試験過去問解説講義
＊受験する全教科の対策を行いましょう。

センター
試験

ファイナル

◆以下は、各学年の３月からスタートすることを想定した標準カリキュラムです。途中スタートの場合は、１ヵ月当たりの授業回数を増やし、標準
カリキュラムに追いつくようにしましょう。可能な限り早期にスタートし、余裕を持って学習を進めましょう。

◆季節講習時には、「合宿講座」でそれまでの総復習をします。入試基礎力が万全になります。
◆高３生のセンター試験対策は、「ベーシックセンター」でセンター頻出パターン問題の解法を学習し、その後に過去問演習に取り組んでいくと、
効率的に対策を進めることができます。

★高１・２時は、「ベーシックウイング」で、受験英語の土台作りをします。
　高３からは、「ベーシックセンター」を始めセンター試験対策に集中し、センター試験高得点を目指します。
◆高１で英文法の基礎、高２で英語重要構文、英文解釈の基礎を固めます。高１前半では、まず「例題解説授業」を一
通り学習し終えます。これにより、学校の授業がわかりやすくなり、定期テストで高得点が取れる素地ができます。

◆高３は、前半でセンター対策を集中的に行います。高３の後半は、過去問演習の時間を十分に確保することが
できます。

ベーシックウイング
英文法・演習問題

春期
講習

夏期講習
合宿講座
40
重要
英文法

※高３ウイングネット本科の詳細については「通年版高校生ウイングネット　学習・講座ガイド」をご覧ください。
＊合宿講座はP49・50、センター試験過去問解説講義・センター試験ファイナルはP51で、その詳細をご確認ください。
＊上記モデルはあくまで一例です。上記以外の受講パターンについてはご相談ください。

ベーシックＭＡＸ英語　受講モデル
キミにあった受講パターンはこれだ！

冬期講習

ベーシックウイング　英文法・演習問題 ベーシックウイング英文解釈
ベーシックウイング
英語重要構文

ベーシックウイング
英語重要構文

ベーシックセンター英語

夏期講習
合宿講座40
重要英文法

春期講習
合宿講座40
重要構文

冬期講習春期講習

高２からのセンター試験高得点合格突破
受講モデル

高2

高3 センター試験過去問解説講義
＊受験する全教科の対策を行いましょう。

センター
試験

ファイナル

★高２から高３夏前までに、「ベーシックウイング」で、受験英語の土台作りをします。
　高３の夏からは、「ベーシックセンター」を始めセンター試験対策に集中し、センター試験高得点を目指します。
◆高２で英文法、英語重要構文、高３の前半で英文解釈、それぞれの基礎を固めます。高３の夏以降、センター対策を
集中的に行います。

◆英文法の練習問題は、例題解説授業の復習の際に解き、解けなかった問題だけ、その解説授業を受講します。１ヵ月の授業回数の目安 16回　　1回の受講時間：20分

１ヵ月の授業回数の目安 16回　　1回の受講時間：20分

ベーシックウイング　英文法・例題
（＋練習問題） ベーシックウイング　英語重要構文

ベーシックウイング
英文法・演習問題

ベーシックウイング　英文解釈 ベーシックセンター英語

夏期講習
合宿講座40
重要英文法

春期講習
合宿講座40
重要構文

冬期講習春期講習

春期講習

夏期講習

定期テスト高得点＆難関大学現役合格
受講モデル

高1 ベーシックウイング　英文法・例題 ベーシックウイング　英文法・練習問題

高2

高3

★高１・２時は、「ベーシックウイング」で、受験英語の土台作りをします。
　高２の12月からは、「ウイングネット本科」で、難関大学現役合格を目指します。
◆高１で英文法の基礎、高２で英語重要構文、英文解釈それぞれの基礎を固めます。高１前半では、まず「例題解説授業」を
一通り学習し終えます。これにより、学校の授業がわかりやすくなり、定期テストで高得点が取れる素地ができます。

◆高２の１１月までに、ベーシックウイングでの学習を終了させ、高２の１２月からは、「ウイングネット本科高３必修
講座」で、個別試験対策・センター対策の学習を開始します。

冬期講習

ベーシックウイング
英文解釈

ベーシックウイング
英語重要構文

夏期講習
合宿講座40
重要構文

夏期講習
合宿講座20
英文法基礎

春期講習
合宿講座40
重要英文法

36回＝月16回×約2ヵ月

ベーシックウイング
英文法・演習問題

36回＝月16回×約2ヵ月

新高３入試
スタート講座

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業
80分×6回/月）

夏期講習 直前講習

春期
講習

高２からの難関大現役合格
受講モデル

高2

高3

★高２時は、「ベーシックウイング」で、受験英語の土台作りをします。
　高２の12月後半からは、「ウイングネット本科」で、難関大学現役合格を目指します。
◆高２で英文法、英語重要構文、英文読解、それぞれの基礎を固めます。高２の１２月以降、「ウイングネット本科高３必修
講座」で、個別試験対策・センター対策の学習を開始します。

◆英文法の練習問題は、例題解説授業の復習の際に解き、解けなかった問題だけ、その解説授業を受講します。１ヵ月の授業回数の目安 20回　　1回の受講時間：20分

ベーシックウイング
英文解釈

ベーシックウイング
英文法・例題（＋練習問題）

ベーシックウイング
英語重要構文

48回＝月20回×約2ヵ月半

ベーシックウイング
英語重要構文

48回＝月20回×約2ヵ月半

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

高３必修講座
（通常授業
80分×6回/月）

夏期講習 直前講習

ウイングネット本科

新高３
入試
スタート
講座

高３必修講座
（通常授業80分×6回/月）

夏期講習
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